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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 23,358 8.8 796 859.0 787 ― 510 ―

29年3月期第1四半期 21,478 △11.4 83 △57.6 △607 ― △471 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　607百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△775百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 21.26 21.17

29年3月期第1四半期 △19.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 69,151 44,379 63.8 1,837.61

29年3月期 74,595 44,041 58.6 1,825.07

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 44,114百万円 29年3月期 43,741百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 11.00 ― 11.00 22.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 48,600 △5.5 1,800 △38.2 1,600 △24.2 1,100 △26.5 45.86

通期 110,000 △1.1 5,600 △2.5 4,800 △6.7 3,400 △7.5 141.76

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 24,015,162 株 29年3月期 24,015,162 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 8,655 株 29年3月期 48,355 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 23,984,174 株 29年3月期1Q 23,967,343 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業務等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短
信（添付資料）5ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

 

 当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、全体としては緩やかな回復基調

であったものの、新興国など海外経済の不確実性など先行きの不透明感を残しながら推移いたしました。 

 このような状況のもと、海外ではメカコンポーネント、手のひら静脈認証、および大型表示装置などが好

調に推移し、国内ではＲＦＩＤやトータリゼータ関連のプロダクト・運用サービスなどが伸長いたしました。

以上により、連結売上高は 23,358百万円（前年同期比 8.8％増、1,879 百万円の増）となりました。 

 連結営業損益につきましては、増収効果やコストダウンに努めたことなどにより、796百万円の利益（前

年同期は 83 百万円の利益、713 百万円の増）となりました。また、連結経常損益は 787 百万円（前年同期

は 607百万円の損失、1,395 百万円の改善）の利益、親会社株主に帰属する四半期純損益は 510 百万円の利

益（前年同期は 471百万円の損失、981 百万円の改善）となりました。 

 

①当第 1 四半期連結累計期間の概況      （単位：百万円） 

 2016年度 

第1四半期連結累計期間 

2016年4月1日～ 

2016年6月30日 

2017年度 

第1四半期連結累計期間 

2017年 4月 1日～ 

2017年 6月 30日 

前年同期比 

  売上高比(%)     売上高比(%)     増減率(%) 

売 上 高 21,478 100.0 23,358 100.0 1,879 8.8 

 国 内 16,919 78.8 17,596 75.3 677 4.0 

 海 外 4,559 21.2 5,762 24.7 1,202 26.4 

営 業 損 益 83 0.4 796 3.4 713 859.0 

経 常 損 益 △607 - 787 3.4 1,395 - 

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 損 益 
△471 - 510 2.2 981 - 

2017年度第 1四半期累計期間の平均為替レート：111.10円/米ﾄﾞﾙ、16.21円/中国元 
2016年度第 1四半期累計期間の平均為替レート：108.25円/米ﾄﾞﾙ、16.54円/中国元 
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②セグメント別の概況

＜グローバルプロダクトビジネス＞ （単位：百万円） 

2016年度 

第 1四半期累計 

2017年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 8,924 8,971 46 0.5 

営 業 損 益 △318 32 351 

グローバルプロダクトビジネスにつきましては、海外メカコンポーネントビジネスは欧州向けの需要の

前倒しや中国で新たな領域が拡大したことなどにより好調に推移いたしました。一方、国内では営業店端

末が前年度に大口更新需要があったことから減少いたしました。以上により、連結売上高は 8,971百万円

（前年同期比 0.5％増、46百万円の増）となりました。 

損益につきましては、欧州ビジネスの前倒し、中国向けの増加、為替の影響などもあり、前年同期比で

351百万円改善し、32 百万円の連結営業利益と黒字化いたしました。 

＜サービスインテグレーションビジネス＞ （単位：百万円） 

2016年度 

第 1四半期累計 

2017年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 6,909 6,448 △460 △6.7

営 業 損 益 688 680 △7

サービスインテグレーションビジネスにつきましては、ソリューション関係ではＡＴＭ用ソフトウェア

パッケージおよびシステムインテグレーションが減少いたしました。サービス関係では全体としては堅調

に推移いたしましたが、昨年度に大口の受託開発案件があったことから減収となりました。以上により、

連結売上高は 6,448百万円（前年同期比 6.7％減、460 百万円の減）となりました。 

損益につきましては、減収影響はあったものの、徹底したコストダウンにより連結営業利益は 680百万

円と前年同期並みとなりました。 

＜パブリックソリューションビジネス＞ （単位：百万円） 

2016年度 

第 1四半期累計 

2017年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 3,535 5,148 1,613 45.6 

営 業 損 益 170 433 262 

パブリックソリューションビジネスにつきましては、トータリゼータ関連のプロダクトおよび運用サー

ビスの前倒しなどもあり伸長いたしました。また、韓国におけるフライトインフォメーションディスプレ

ーシステムや中古車市場向けせりシステムなどが増加したことなどにより、連結売上高は 5,148百万円（前

年同期比 45.6％増、1,613百万円の増）となりました。 

損益につきましては、増収効果とコストダウンの推進を主に連結営業利益は 433百万円となり、前年同

期比では 262百万円増加いたしました。 
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＜フロントソリューションビジネス＞        （単位：百万円） 

 2016年度 

第 1四半期累計 

2017年度 

第 1四半期累計 

前年同期比 

 増減率(%) 

売 上 高 2,083 2,765 681 32.7 

営 業 損 益 △168 33 201  

 

フロントソリューションビジネスにつきましては、物流会社向けモバイル端末の大口需要により好調に

推移いたしました。また、手のひら静脈認証が海外向けに、ＲＦＩＤが国内向けを中心にそれぞれ伸長い

たしました。以上により、連結売上高は 2,765百万円（前年同期比 32.7％増、681 百万円の増）となりま

した。 

損益につきましては、手のひら静脈認証やＲＦＩＤなどの売上拡大に伴う荒利益の増加に加え、昨年度

に実施したＰＯＳの商流変更などコスト構造の改善、費用の効率化により前年同期比で201百万円改善し、

33 百万円の営業利益と黒字化いたしました。 

 

＜その他＞ 

 その他ビジネスには、福利厚生事業などが含まれており、連結売上高 24 百万円（前年同期比 6.6％減、

1 百万円の減）、連結営業利益 0百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

 
①資産・負債・純資産の状況                      （単位:百万円） 

   2016年度 

連結会計年度末 

（2017年3月31日） 

2017年度 

第1四半期連結会計期間末 

（2017年6月30日） 

増 減 

   金 額 金 額 金 額 増減率(%) 

  資産合計 74,595 69,151 △5,443 △7.3 

  負債合計 30,553 24,772 △5,780 △18.9 

  純資産合計 44,041 44,379 337 0.8 

       

 自己資本比率 58.6% 63.8% 5.2%  

 

当第 1四半期連結会計期間末の資産合計は、69,151 百万円と、前年度末から 5,443 百万円減少いたし

ました。前年度末に集中した売上に係る売掛金を回収したことなどにより減少いたしました。 

負債合計は 24,772 百万円と、前年度末から 5,780百万円減少いたしました。 

純資産合計は 44,379 百万円と、前年度末から 337 百万円増加いたしました。その結果、自己資本比率は

63.8％と、前連結会計年度末から 5.2ポイント増加いたしました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

                                        （単位：百万円） 

 2016年度 

第1四半期連結累計期間

2016年4月1日～ 

2016年6月30日 

2017年度 

第1四半期連結累計期間  

2017年4月1日～ 

2017年6月30日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 5,171 3,532 △1,638 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △522 △1,443 △921 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △557 △551 6 

    

Ⅳ .現金及び現金同等物の期末残高 14,895 20,277 5,381 

 

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年度末の売掛金を回収したこ

となどにより、3,532百万円となりました。前年同期比では、1,638百万円の収入減となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△1,443 百万円と、前年同期比では 921 百万円の支出増とな

りました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは△551百万円となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の期末残高は 20,277百万円となりました。 

 

 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 

当第 1四半期は、トータリゼータ関連ビジネスおよび欧州ビジネスの前倒しなどにより、当初の見込み

を上回る結果となりました。第 2四半期については一部商談の延伸や前述の前倒しによる減収影響はある

ものの、コストダウンや費用の効率化などにより当初の見込みを据え置きます。これらにより、第 2四半

期連結累計期間は第 1 四半期の上積み分を上方修正いたします。 

なお、通期業績予想につきましては、為替や国内外のビジネス環境の不透明感もあることから、前回公

表値を変更いたしません。 

 

 

2018年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績予想値の修正（2017年 4月 1日～2017 年 9月 30日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（A） 
(2017年 4月 27日発表) 

50,000 1,100 800 400 16円 69銭 

今回修正予想（B） 48,600 1,800 1,600 1,100 45円 86銭 

増減額（B－A） △1,400 700  800 700 ― 

増減率(%) △2.8 63.6 100.0 175.0 ― 

（ご参考）前年同期実績 

（2017年3月期第2四半期連結累計期間）  
51,447 2,911 2,109 1,496 62円 44銭 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,716 4,714

預け金 12,064 15,592

受取手形及び売掛金 23,866 16,841

製品 6,818 6,025

仕掛品 3,547 3,629

原材料及び貯蔵品 2,638 2,898

繰延税金資産 1,499 1,350

未収入金 430 494

その他 311 507

貸倒引当金 △23 △23

流動資産合計 57,868 52,031

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,347 2,285

機械装置及び運搬具（純額） 450 540

工具、器具及び備品（純額） 5,583 5,664

土地 2,059 2,057

建設仮勘定 1,212 1,084

有形固定資産合計 11,653 11,632

無形固定資産

のれん 363 323

ソフトウエア 1,990 2,470

その他 31 31

無形固定資産合計 2,385 2,824

投資その他の資産

投資有価証券 553 595

繰延税金資産 1,199 1,115

デリバティブ債権 595 612

その他 371 372

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 2,687 2,662

固定資産合計 16,726 17,120

資産合計 74,595 69,151
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,797 13,092

リース債務 1,160 1,136

未払金 3,979 3,142

未払費用 3,111 1,748

未払法人税等 1,128 159

役員賞与引当金 58 2

不採算損失引当金 1 0

その他 903 1,366

流動負債合計 26,141 20,650

固定負債

長期未払費用 8 6

リース債務 2,254 2,026

役員退職慰労引当金 26 28

退職給付に係る負債 1,964 1,901

資産除去債務 157 158

固定負債合計 4,411 4,122

負債合計 30,553 24,772

純資産の部

株主資本

資本金 8,457 8,457

資本剰余金 8,222 8,222

利益剰余金 28,043 28,276

自己株式 △60 △10

株主資本合計 44,662 44,945

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96 125

繰延ヘッジ損益 △42 △29

為替換算調整勘定 25 26

退職給付に係る調整累計額 △1,001 △952

その他の包括利益累計額合計 △921 △830

新株予約権 108 72

非支配株主持分 191 191

純資産合計 44,041 44,379

負債純資産合計 74,595 69,151
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

売上高 21,478 23,358

売上原価 17,522 18,432

売上総利益 3,956 4,926

販売費及び一般管理費 3,873 4,130

営業利益 83 796

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 3 3

為替差益 - 1

雑収入 11 8

営業外収益合計 20 17

営業外費用

支払利息 25 19

為替差損 675 -

固定資産除売却損 1 0

雑支出 9 6

営業外費用合計 710 25

経常利益又は経常損失（△） △607 787

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△607 787

法人税、住民税及び事業税 48 78

法人税等調整額 △191 192

法人税等合計 △142 271

四半期純利益又は四半期純損失（△） △464 516

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 6

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△471 510
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △464 516

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △148 28

繰延ヘッジ損益 127 12

為替換算調整勘定 △343 0

退職給付に係る調整額 53 49

その他の包括利益合計 △310 90

四半期包括利益 △775 607

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △781 600

非支配株主に係る四半期包括利益 6 6
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△607 787

減価償却費 876 811

のれん償却額 40 40

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 62 8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6 1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △46 △55

不採算損失引当金の増減額（△は減少） - △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26 △0

受取利息及び受取配当金 △8 △7

支払利息 25 19

為替差損益（△は益） 66 1

固定資産除売却損益（△は益） 1 0

売上債権の増減額（△は増加） 11,828 7,008

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,553 453

未払費用の増減額（△は減少） △1,286 △1,332

仕入債務の増減額（△は減少） △1,465 △2,679

その他 339 △327

小計 6,239 4,727

利息及び配当金の受取額 8 7

利息の支払額 △25 △19

法人税等の支払額 △1,051 △1,183

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,171 3,532

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30 -

有形固定資産の取得による支出 △260 △899

有形固定資産の売却による収入 9 42

無形固定資産の取得による支出 △247 △587

貸付けによる支出 △21 △13

貸付金の回収による収入 16 15

その他投資活動による支出 △1 △3

その他投資活動による収入 11 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △522 △1,443

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の処分による収入 - 0

自己株式の取得による支出 △0 -

配当金の支払額 △263 △263

非支配株主への配当金の支払額 △5 △6

リース債務の返済による支出 △288 △280

財務活動によるキャッシュ・フロー △557 △551

現金及び現金同等物に係る換算差額 △91 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,999 1,526

現金及び現金同等物の期首残高 10,895 18,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,895 20,277
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

当第 1四半期連結累計期間（自 平成 29年 4 月 1日 至 平成 29年 6 月 30日） （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

グローバル

プロダクト 

ビジネス 

サービス 

インテグレーション 

ビジネス 

パブリック 

ソリューション 

ビジネス 

フロント 

ソリューション 

ビジネス 

売上高 8,971 6,448 5,148 2,765 24 23,358 - 23,358 

営業利益又は 

営業損失（△） 
32 680 433 33 0 1,179 △383 796 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、従業員向け福利厚生事

業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△383 百万円は、各報告セグメントに配賦されていない全社費用

△383 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究等の

戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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3．補足情報 

最近における四半期毎の業績の推移 

平成 30年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

29年 4月～29年 6月 29年 7月～29年 9月 29年 10月～29年 12月 30年 1月～30年 3月 

売 上 高 23,358 

売 上 総 利 益 4,926 

営 業利益又 は損失（△ ） 796 

経 常利益又 は損失（△ ） 787 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
787 

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
510 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
21円 26銭 

総 資 産 69,151 

純 資 産 44,379 

1 株 当 た り 純 資 産 1,837円 61銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,532 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,443

財務活動によるキャッシュ・フロー △551

現金及び現金同等物期末残高 20,277 

平成 29年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

28年 4月～28年 6月 28年 7月～28年 9月 28年 10月～28年 12月 29年 1月～29年 3月 

売 上 高 21,478 29,968 28,142 31,577 

売 上 総 利 益 3,956 7,276 6,624 6,627 

営 業利益又 は損失（△ ） 83 2,828 2,329 503 

経 常利益又 は損失（△ ） △607 2,717 2,947 85 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△607 2,717 2,947 85 

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
△471 1,967 1,968 210 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△19円 66銭 82円 10銭 82円 13銭 8 円 80銭 

総 資 産 67,635 71,227 72,656 74,595 

純 資 産 39,316 41,326 43,607 44,041 

1 株 当 た り 純 資 産 1,629円 95銭 1,712円 15銭 1,807円 11銭 1,825円 07銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,171 △1,312 6,081 2,566 

投資活動によるキャッシュ・フロー △522 △1,067 △583 △809

財務活動によるキャッシュ・フロー △557 △288 △553 △307

現金及び現金同等物期末残高 14,895 12,204 17,392 18,750 
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